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床(高知県)から最低453.5床(埼玉県)の聞に分布している。 大都市の所在する 6 府県は全
府県中，中位にあり(平均病床数698床，以下同様)，大都市周辺の 7 県では最も少い (563床)。












1 )大病院病床数が全病床中，約50%を占める大病院型:大都市の所在する 5 府県がこれに属













278床) ，中間型 (209床) ，小病院型(150床)と唄次低くなっている。 同じ地方県のうち比較
的大病院の多い東北地方では公的病院が発達し，大病院の少い四国，九州地方では公的病院の
整備が進んでいない。
〔総括〕
地域における病院分布を機能面を加えて比較するために，都道府県別一般病院の病床数を病院
規模別に分けて検討した。
各府県は病床の構成の違いによって 3 つの型に類別され，病院の分化の仕方が異なっているこ
とを示している。このような地域特性は公的大病院の発達と密接な関連のあることが認められた。
論文の審査結果の要旨
著者は病院の機能レベノレが病床規模と相関することに着目し，府県別の病床数を病院規模別病
床の構成の差によって類別し，病院分化に地域特性が認められること，またこのような地域特性
は公的大病院の発達と密接な関連のある乙とを明らかにした。
本論文はこの分野における研究に新生面を聞いたというべく，病院行政の今後の方策に貴重な
示唆を与えるものである。
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